
 

 

 

 

 

 

 

  

学校だよりの題字は、御堂中生徒によるもの  
 

経 験 が 人 を 育 て る          校長 三浦 利信 
 
 日本の登山家で、第１次南極観測隊の副隊⾧兼越冬隊⾧や日本山岳協会会⾧を務めた、西堀栄三

郎の言葉に、「人材を育てる方法はただ一つ。仕事をさせ、成功させることである。成功経験が人

を育て、さらに大きな仕事をさせる。」があります。中学生時代は、学校や地域社会で多くの体験

（経験）をして、大きく成⾧する時期です。 

 御堂中でも、この言葉を体現するように、１年生は菅生歌舞伎、２年生はスキー教室に向けて、

自分たちで考え、実践し、大きな成果を得ることができました。３年生は進路実現に向けて、自分

自身と向き合い、最善の努力をする様子が見られました。 

 一人一人が、経験をとおして学んだことを、残りの今年度の残り１ヶ月に活かして欲しいと思い

ます。３年生は卒業式に向けて、後輩たちにかっこよく、大きく、自信に満ちた立派な姿を見せて

欲しいと思います。１・２年生は、それぞれ進級し、次の学年になるための大切な準備期間になり

ます。１年間をしっかりと振り返り、良かった点や反省点を、自分を向上させるためのステップと

して欲しいと思います。 
 

令和４年度学校評価保護者アンケートの記述意見について 
 
学校評価保護者アンケートに、ご協力いただきましてありがとうございました。紙面の都合上すべて

のご意見を掲載できませんが、記述でご意見をいただいた主な内容を要約させていただき、御堂中とし

ての考えを報告させていただきます。 

１ 「学校運営」について 
 

○ 学年・学校だよりやメール等にこまめに対応していて、学校での様子が伝わっている。 

○ あらためて「学校運営」と考えると、十分に伝わっていないと感じる。 
 
  ⇒ 学校での教育活動が、どのような目標をもって、実施した成果はどうだったのかを、学校だ

より等を活用して、発信できるよう改善を進めます。 

２ 「学習」について 
 

○ 授業でわからないことを、聞きやすい先生と聞きにくい先生がいる。 

○ 担当教科以外の授業の様子などについて、情報共有が十分にできていないと感じる。 
 
  ⇒ 生徒からの質問は、理解状況の把握にも繋がるので、質問等は積極的に受けるようにしま

す。教科での学習の状況等を十分共有出来るように改善を進めます。 
 
３ 「規則・ルール、地域の関わり」について 
 

○ 地域での活動だけでなく、校内の生徒会活動等にも主体的な取り組みが必要と考える。 

○ 学校のきまりについては、時代的な背景を踏まえて見直しが必要と感じる。 
 
  ⇒ 教員により差が生じないよう学校全体で取り組んでいきます。生徒と向き合う時間が作れる

よう、保護者の皆さまにもご理解いただきながら、校務の見直し等を進めます。 
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４ 「教育活動」について 
 

○ 不登校の子が多いと聞きますが、一人一人の気持ちに寄り添った支援をして欲しいです。 

○ 学校生活について質問したいが、先生方が忙しそうで声をかけにくい。 
 
  ⇒ 学校に来られない生徒には、個々の事情に寄り添い柔軟に別室登校等を勧めます。生徒や保

護者の皆さんが、声をかけやすい教員集団を目指します。 

 保護者の皆さまからいただいた貴重なご意見等は、次年度の教育活動に活かしていきます。個人や特

定の教員に関わるご意見は、個別に対応させていただきます。ありがとうございました。 

 

 

２年生 スキー教室 
 
 ２月１７日（火）から１９日（木）、２年生は長野県菅平高原で

スキー教室を実施しました。 

天気は前日までは少し荒れていましたが、当日からはよく晴れたよ

い環境で３日間のスキー移動教室を行うことができました。初めは

なかなか滑れずに心が

折れかけていた生徒も

いましたが、３日目にな

ると、もっと滑りたいと

帰りを惜しむようになりました。スキーの技術だけでなく精

神的にも大きく成長したスキー教室になりました。 

 

 

１年生 菅生歌舞伎発表会  
 

 ２月４日土曜日、第１学年は本校校区の菅生地区に伝承されている、菅

生歌舞伎の発表会を行いました。昨年１２月から、配役決め、台詞(せり

ふ)の暗唱、立ち位置などの練習を重ねてきました。演目は恒例の「白浪五

人男」より「稲瀬川勢揃いの場」で、代表生徒が化粧、装束を整えて演

じ、その後ろで生徒たちがグループご

とに暗唱しました。代表生徒は希望者

から選ばれました。すべて菅生一座の皆様の手作りで受け継がれ

ている菅生歌舞伎は、東京都の無形民俗文化財にも指定されてい

ます。生徒にとっては日本の伝統文化や郷土の文化に触れるとて

も貴重な機会でした。菅生一座の皆様には練習より多大なご協力

を頂きましたことを、心より感謝申し上げます。 

 

 

表彰🏃⚾🏀🎹🎺🏃⚾🏀🎾🎹🎺🏃⚾🏀🎾🎹🎺🏃⚾🏀🎾🎹🎺🏃⚾🏀🎾🎹🎺🏃⚾🏀 
【第９０回全国書画展覧会書の部】      ・金賞 3年 2点 2 年 2点 

【税についての作文】 ・都税務署長賞２点  ・西多摩納税貯蓄組合連合会 優秀賞 1点 佳作 1点 

【第６回福生カップ】 ・準優勝 女子バスケットボール部 

【２０２２ＴＡＭＡアンサンブルフェスタ】  ・中学校の部 金賞 吹奏楽部打楽器八重奏 

【第８ブロック 第６５回新人卓球大会】   ・男子団体第３位 女子団体第３位 

【第３３回 ATS カップ】 ソフトテニス部   ・女子３部準優勝 

【全国中学生人権作文コンテスト東京都大会】 ・大多摩人権擁護委員協議会会長賞 

【第５６回東京都中学校アンサンブルコンテスト】・吹奏楽部 銀賞 

【第６１回東京都中学校ロードレース大会】  ・男子１年 ７位  女子１年６位 

【第６４回水道週間作品コンクール】     ・特選１点 入選１点 


